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横山久芳（学習院大学教授） 

 

１ 事案の概要 

 本件は、ドイツにおいて放送番組の録画・視聴サービスが著作権法に違反するかど

うかが争われ、連邦最高裁が初めて判断を示した事例である。以下、事案の概要を説

明する。 

 X は放送事業者であり、テレビ番組の放送を行っている。Y は、“Shift.TV”という名

称の、インターネット回線を通じてテレビ番組を録画・視聴するためのパーソナルビ

デオレコーダーを提供するサービス(以下、本件サービス)を行っている。本件サービス

の内容は次の通りである。Y は、X のテレビ番組を含むドイツ国内で受信可能な複数

の放送局の放送番組を受信している。本件サービスに登録した者(以下、ユーザーとい

う)は、Y から送付される電子番組表に基づき、Y が受信する放送番組の中から特定の

番組を選択し、その録画を指示する。そうすると、当該番組が当該ユーザーのパーソ

ナルビデオレコーダー上に録画される。ユーザーは、インターネット回線を通じて自

己のパーソナルビデオレコーダー上に録画された番組を時間と場所を問わず任意に視

聴することができる。パーソナルビデオレコーダーは Y が管理するハードディスク上

に存在し、各ユーザーに個別に割り当てられるものである。パーソナルビデオレコー

ダーに録画された放送番組には録画の指示を出したユーザーのみがアクセスすること

ができるようになっている。 

 Xは、本件サービスが X の著作隣接権(87 条 1項 1号・2号)を侵害すると主張し、Y

に対し、X のテレビ番組の全部又は一部の複製、利用可能化、放送、及びオンライン

ストリーミングによる伝達の差止請求、及び、段階訴訟としての損害賠償のための情

報提供の請求を行った(なお、X はテレメディア州際協定違反による不正競争行為を理

由とした差止請求をも行っているが、この点の紹介は割愛する)。 
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 本件サービスについては、複数の観点から侵害の成否が争われている。第一に、ユー

ザーの指示に基づきパーソナルビデオレコーダー上に X の放送を録画する行為が複製

権侵害に該当するかどうかという点、第二に、パーソナルビデオレコーダー上に録画

物を蔵置し、ユーザーが当該録画物に任意にアクセスできる状態を作出する行為が利

用可能化権の侵害となるかどうかという点、第三に、Y が衛星アンテナを介して X の

放送を受信し、当該放送に係るデータをパーソナルビデオレコーダーに送信する行為

が再放送権侵害となるかどうかという点、である。第一審(ライプチヒ地裁)は、複製権

侵害及び利用可能化権侵害の成立を認め、X の請求を一部認容した。Y が控訴したと

ころ、控訴審(ドレスデン高裁)は、一審判決を変更し、複製権侵害のみを認め、Yの控

訴を棄却した。これに対し、Y が上告したところ、第 1 次上告審(ドイツ連邦最高裁)

は、控訴審の複製行為主体の認定手法に誤りがあること、及び、控訴審の「再放送」

概念の理解に誤りがあることを指摘し、複製権侵害及び再放送権侵害の成否を改めて

検討させるために控訴審判決を破棄し、事件を原審に差し戻した。差戻し後の第 2 次

控訴審は、差戻し前の第一審判決を変更し、複製権侵害を否定し、再放送権侵害を肯

定する判断を示し、Y の控訴を棄却した。これに対し、Y が上告したところ、第 2 次

上告審は、複製権侵害を否定した控訴審の判断を支持しつつ、再放送権侵害を認めた

点について控訴審判決を破棄し、強制ライセンスの抗弁の成否を検討させるために、

事件を原審に差し戻した。以下では、第 1次・第 2次上告審判決の内容を紹介する。 
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